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株式会社ファンケル（本社・横浜市中区、代表取締役社長執行役員成松義文）が主催する PGA

公認シニアゴルフトーナメント「第8回ファンケルクラシック」が2008年8月22日（金）～24日（日）

に裾野カンツリー倶楽部（静岡県）にて開催され、3日間で12168人のお客様にご来場いただきま

した。ファンケルでは本大会を社会貢献活動のひとつと捉えており、期間中、ギャラリーの皆さま

からの募金やプロ選手愛用品のオークションなどを行い、集まったお金を『ファンケルクラシック

基金』として運用しています。本年は総額 2,284,458円の寄付金が集まり、10月 14日に全額をＷ

ＦＰ国連世界食糧計画（本部ローマ市）の日本での民間協力の窓口となっているＮＰＯ法人国連Ｗ

ＦＰ協会（事務局・横浜市西区、丹羽宇一郎会長）に入金致しましたので、ご協力いただいた皆様

方への御礼とともに、ここにご報告申し上げます。寄付金は途上国の食糧支援に使われます。 

ファンケルでは、今後もさまざまな形で社会貢献活動を続けていく考えです。 

 

『ファンケルクラシック基金』の活動 

 

弊社はファンケルクラシックを社会貢献活動のひとつと捉え

ています。過去６回の大会では裾野市の社会福祉の充実のた

めに寄付を行ってきました。昨年からは、寄付の対象を広げる

ことなど、社会貢献活動をより充実させるために「ファンケルク

ラシック基金」を設立しております。 

この基金はギャラリーの皆様からのチャリティ募金、ＰＧＡ選

手会からの寄付、ファンケルクラシックにおけるプロ選手愛用

品のチャリティオークション及び即売会、プロ選手との写真撮

影＆サイン会、パターゴルフなどのイベントやグッズ販売の収

益金、ゴルフ場で販売する飲食物の一部収益金などによるも

のです。多くの皆さまのご協力により、本年度は合計 2,284,458

円（前年比 154％）の寄付金が集まりました。 

 

第 8回ファンケルクラシック 

『ファンケルクラシック基金』 2,284,458円 

国連ＷＦＰ協会に寄付 

 ８月２４日に行われたファンケルク

ラシックの表彰式の場で、国連WFP

協会の田邉専務理事（右）から池森

賢二大会会長に感謝状をいただき

ました。 



認定 NPO法人国連WFP協会に全額を寄付し、食糧支援を応援 

 

今年の「ファンケルクラシック基金」の運用では、世界的な食糧価格の高騰や異常気象などを

受け、深刻化している途上国での食糧危機に関して、当基金を通して何かできることはないかと

考え、ファンケルクラシック基金運営委員で検討した結果、認定 NPO法人国連WFP協会を通じ、

国際連合の食糧支援機関である「ＷＦＰ国連世界食糧計画」への寄付を決めました。ＷＦＰ国連

世界食糧計画は、途上国への食糧支援などを目的に 1961 年に設立された国際連合の機関で、

同機関によると、現在世界では、8億 5千万人を超える人々が飢えに苦しんでおり、これは世界の

人口の７人に１人に相当する数となります。 

ＷＦＰ国連世界食料計画は、こうした状況を改善するため、積極的に活動しており、2006 年に

は世界 78カ国の約 8800万人に 400万トン（金額ベース：29億ドル）の食糧支援を実施していま

す。日本国内では、認定ＮＰＯ法人国際連合世界食糧計画WFP協会（事務局・横浜市西区、丹羽

宇一郎会長）がWFPの民間協力の窓口となっており、このため、10月 14日に同団体に本年度の

ファンケルクラシック基金の全額2,284,458円を入金いたしました。寄付金は、途上国の食糧支援

に使われます。 

ファンケルは社会の中にある「不安」や「不便」など「不」のつく事柄の解消を企業理念にしてお

ります。今後もファンケルクラシック基金のほか、さまざまな形で社会貢献活動を続けてまいりま

す。 

『ファンケルクラシック基金』について 

【 ファンケルクラシック基金について 】 

ファンケルは「シニアの元気が、日本の元気」をスローガンに、静岡県裾野市の裾野カンツリー倶楽

部で、2000 年よりＰＧＡ公認シニアトーナメント、「ファンケルクラシック」を開催しております。ファンケ

ルでは本大会を社会貢献と位置づけており、昨年度より活動をさらに充実させるため「ファンケルクラ

シック基金」を設立いたしました。昨年は募金などを通じて集まった 145 万円を、「裾野市」、横浜市に

ある重度・重複障がい者支援施設「訪問の家」、富士山の景観や環境保護を行う「富士山基金」、自然

エネルギーの普及を目指す「ＧＲＥＥＮ ＳＴＹＬＥ」、乳がんの早期発見、早期治療を啓発する「ピンクリ

ボン運動」の 5団体に寄付いたしました。 

 

【 寄付先の選定方法 】 

毎年、「ファンケル クラシック基金」運営委員会の協議により（1）地域とのつながり、（2）ハンディキャッ

プを持つ人々の応援、（3）環境保護を 3本の柱とし、寄付先を選定いたします。 

 

【 運営委員（3名） 】 

高橋勝成（プロゴルファー）、二宮清純（スポーツジャーナリスト）、池森賢二（ファンケルクラシック大会

会長／株式会社ファンケル名誉会長） 



【 2008年度寄付先 】 

● 特定非営利活動（ＮＰＯ）法人 国際連合世界食糧計画WFP協会 

（事務局：神奈川県横浜市西区みなとみらい 1-1-1 パシフィコ横浜、丹羽宇一郎会長） 

ＷＦＰ国連世界食糧計画は、国際連合唯一の食糧支援機関であり世界平和を希求し世界の飢餓撲

滅を使命としております。国際連合世界食糧計画 WFP 協会はＷＦＰ国連世界食糧計画への寄付の窓

口となっており、同機関の理念と活動を普及し啓発することにより、日本社会から物心両面の貢献をす

ることを目的する団体です。 

2007 年度は、国際連合世界食糧計画へ 279 百万円を送金しています。寄付金は主に途上国での

食糧支援に役立てられており、昨年はバングラディッシュ、ラオス、ケニア、ネパール、ブータンなどに

支援を行った実績があります。 

 

2008 年度 『ファンケル クラシック基金』結果報告 

収入の部             （単位：円）     支出の部            （単位：円） 

チャリティイベント 売上金 

チャリティ募金 

ＰＧＡ選手会 寄付金 

グッズ販売 売上金 

その他 

 

1,060,000

146,361

  322,000

612,065

144,032

国連WFP協会 

 

 

 

 

 

2,284,458

 

合計 2,284,458

 

 

合計 2,284,458

                                                       

【本件に関するお問い合わせ先】 

株式会社ファンケル 

〒231-8528 横浜市中区山下町 89-1 

広報グループ  中村 太郎、油井 紀理子 

TEL：045-226-1230 

FAX：045-226-1202 


